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主体的に学ぶ態度

　言葉が持つ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を
向上させ、我が国の言語文化の担い手と
しての自覚をもち、言葉を通して他者や社
会に関わろうとする態度を養う。

思考　判断　表現

　論理的に考える力や深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばし、他者との関
わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

知識・技能

　実社会に必要な国語の知識や技能を身
に付けるようにする。

（東京書籍）　精選　現代の国語
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育てたい６つの力（資質・能力）

（東京書籍）「現代の国語　学習課題ノート」

（浜島書店）「新訂版　最新国語便覧」

道徳教育のねらい

人間と人間との関係の中で、互いの立場や考え方を尊重
し合えるような、道徳的心情や道徳的判断力を養う。

教　科　担　任

佐々木千春・秦利幸
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 科　目

使用教科書

現代の国語

読解と論述

実用の文章

評価の観点

C：目標に対する到達度が0%～44%B：目標に対する到達度が45%～69%A：目標に対する到達度が70％～100％

　次の３観点において、各資料をもとに総合的に評価し、5段階の評定をする。また、各観点については、到達度により総合的に
評価し、Ａ・Ｂ・Ｃの3段階で評価する。定期考査では「知識技能」を、授業・課題への取組および提出物により「思考・判断・表現」
「主体的に学ぶ態度」を評価します。

評価の方法

○

教科・科目における各観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学ぶ態度

考査

◎

学習活動内容

科　目　の　目　標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的
に表現する能力を育成することを目指す。
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現代の国語　授業計画

読む 書く
話す
聞く

・オリエンテーション（１） 授業についてのガイダンス 1

　 4 （４）

・話すことと聞くこと（２） 聴く力（天使の時間と悪魔の時間） 1

話す力（スピーチで自分を伝える） 1

　 5 （６） 4 1

Ｂ：届く言葉

Ⅱ　書いて伝える①（3） 要約① 2 1

6 （１）

（１） 1

6 （５） Ⅲ　構成を学ぶ（5） Ａ：言葉は世界を切り分ける 2 1 2

前

期 7 （６） ・対比構造を理解することができる。 4 3 2

8 （３）

要約②

（１） 1

9 （５） 1 1

3

10 （８） Ⅵ　資料を読む①（5） 2 1 2

Ａ：真の自立とは 4 2

Ｂ：自立と市場

C:共鳴し引き出される力

後 11 （７）

1

期 2

12 （７） 3 2

3

1 （７） 2 5 2

2 （１）

1

2 （４） ※資料（論理的文章） 4 2

※資料（実用的文章）

3 （４）

　
月

（時数）
単元・考査等 （配当時数） 学習のねらい

学習内容
（配当時間）

　　授　業　計　画 実施状況
単元実施時数

実施反省

筆者の考えを的確に読み取り、その内
容を適切に伝えることができる。

Ａ：まだ知らない自分に出会う

国語の学びの目的と学習の概要を理解
することができる。

・話すことと聞くことの関わりを理解
することができる。

Ⅳ　構成を学ぶ②対比（8）

前期中間考査（１）

Ａ：水の東西

筆者の考えを踏まえ、自分の考えをま
とめることができる。

・構成を意識して読むことができる。

Ｂ：時間と自由の関係について

→以降毎週１回スピーチを実施

・「作者の伝えたいこと（キーワー
ド・キーセンテンス）」を読み取るこ
とを意識することができる。
・自分のものの見方や考え方を振り返
ることができる。

要約③

※資料（実用的文章）

Ⅶ　構成を学ぶ③具体と抽象
（8）

Ⅷ　資料を読む②
　＋書いて伝える③（8）

Ⅺ　構成を意識して読む
（９）

・スピーチの構成を考えることができ
る。

・ものの見方や考え方を広げることが
できる。

・文章の構成を意識して筆者の考えを
読み取ることができる。
・筆者の考えを理解し、自分の考えを
形成することができる。

・自分の考えを書いて伝えることがで
きる。

Ⅵ　書いて伝える④（6）

Ａ：「無駄」と進化

Ｂ：人口知能はなぜ椅子に座れないの
か

Ⅰ　文の中心をつかむ①
（論理的文章）（５）

・筆者の考えを理解し、自分の考えを
形成する。

・文章を読み比べるために
・異なる主張の文章を読み比べて自分
の意見を書く

Ｂ：まちの豊かさとは何か
C：少女たちの「ひろしま」

後期期末考査（１）

後期中間考査（１）

前期期末考査（１）

Ⅶ　構成を学ぶ③具体と抽象
（8）

・具体と抽象を意識して筆者の考えを
読み取ることができる。
・筆者の考えを理解し、自分の考えを
形成することができる。

情報の妥当性、信頼性を吟味すること
ができる。

・必要な情報を読み取り、複数の情報
を関連付けて理解したことをまとめる
ことができる。

・小論文作成

Ⅴ　書いて伝える②（５） 書き方の基礎レッスン

小論文の構成
・構成を意識して小論文を書くことが
できる。

・表記・表現の基本ルールを理解する
ことができる。


